新規アロプリノール含有ゲル状含嗽液の癌化学療法における口内炎発症の予防効果 by 山崎 真澄 et al.
2000年9月 第145回東京医科大学医学会総会 一　711　一
調査を行った．各施設の規模や業務量等については
直近のデータで回答を求め，院外処方せんの発行時
期は施設として正式に発行を表明し，実施した時期
とした．
【結果】回答のあった41施設（回収率98％）中，
60％の施設が院外処方せんを発行しており，20％
の施設が発行準備中であるとの回答を得た．今回の
調査で院外処方箋発行施設数と全国の院外処方箋発
行数の経年変化を比較すると相関関係が見られ，私
立医大病院の院外処方せん発行数の増加が全国の医
薬分業率に大きく関係していることが分かった．
　各施設における発行の経緯と，その背景にある医
療環境の変化の関連をみると，院外処方せん発行は
薬価差の縮小と医薬分業政策の影響が強いことが示
唆された．
　薬剤師人員は発行率の高い施設ほど削減傾向が見
られたが，施設の規模，業務の内容によって差が見
られた．また，外来処方せん調剤業務の減少による
薬剤師の他への業務展開は薬剤管理指導業務が圧倒
的に多く，治験管理業務にも多くの施設が重点を置
いていた．
　保険調剤薬局の応需体制については，いずれの施
設も不安があり，患者サービスの低下を防止するた
め様々な対策を講じていることが明らかとなった．
［考察】従来，薬剤部は医薬品の安全性確保，適正
使用および経済性の向上に重点を置いて業務を行っ
てきたが，医療環境の変化に対応して薬剤管理指導
業務による診療報酬獲得など病院経営への更なる貢
献への方向に進んでいる．
今後はリスクマネージメント，院内感染防止，TD
M，クリティカルパスなどをして行くことが重要と
思われる．
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【目的】癌化学療法において副作用の一つである口
内炎は，発症率が高く患者のQOLを著しく損なう
ことが知られている．また，口内炎がいったん発症
すると潰瘍状態を呈し難治性となることが多い．そ
のため，従来よりCMGNaを分散剤とするアロプ
リノール（APN）含漱液がその予防薬として汎用
され，ある程度の効果が得られている．しかし，
CMC－Naによる不快味や粘膜付着性に対する問題点
が以前より指摘されていた．そこで，これらの問題
点を踏まえ新素材を用いたAPN含有ゲル状含霊液
（APNgel）を調製し，予防効果を検討した．
【方法】APNgelは，　APNと増粘多糖類イナゲルを
加温溶解した後，さらに水溶性熱可塑性樹脂
ALKOXを加え溶解して調製した．対象は，放射線
療法と5FU＋CDDP療法を行った食道癌患者22
例，5FU＋CDDP療法を行った胃癌患者3例．全症
例ともICを行った後，治療開始日よりAPNgelを
5回／日の頻度で約28日間使用した．予防効果は，
癌治療学会の口内炎判定基準により評価した．
【結果・考察】食道癌患者では判定基準における
grade　Oが17例，　grade　1が3例，　grade　3が2例で
あった．胃癌患者では，grade　Oが2例，　grade　3が
1例であった．grade　3以上の患者においては，コ
ンプライアンスの不良も一因と考えられた．
APNgelは，患者の使用感も良好で，かつALKOX
付着による粘膜保護作用も認められた．以上のこと
から，APNge1は口内炎予防の新戦力となる可能性
が示唆された．
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